
（9） 令和2年8月1日発行議 会 だ よ り

え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場

所
に
つ
い
て
は
、
防
災
部
門

と
福
祉
部
門
お
よ
び
事
業
者

の
三
者
で
避
難
等
に
つ
い
て

協
議
の
場
を
設
け
て
い
る
。

今
後
、
避
難
場
所
で
行
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
把
握
し
た

上
で
、
三
者
で
連
携
を
取
り

つ
つ
、
避
難
場
所
や
避
難
行

動
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

質問

社
会
福
祉
施
設
へ
の
支
援

の
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

推
進
、
周
知
し
受
診
し
や
す

い
体
制
を
作
っ
て
い
く
。
ま

た
唾
液
に
よ
る
検
査
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
体

採
取
を
実
施
す
る
医
療
機
関

の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

　

市
と
し
て
も
、
必
要
な
検

査
は
積
極
的
に
実
施
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
早
期
発
見
と
ま
ん
延
防
止

に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問

コ
ロ
ナ
第
２
波
へ
の
備
え

諸
事
項
等
に
記
載
が
少
な
い

こ
と
で
、
不
利
益
が
な
い
よ

う
配
慮
し
、
高
等
学
校
入
学

者
選
抜
等
の
出
題
範
囲
や
内

容
等
に
適
切
な
工
夫
を
講
じ

て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
県
教
育
委
員
会
で
令

和
３
年
度
の
配
慮
事
項
を
検

討
し
て
い
る
段
階
と
聞
い
て

お
り
、
今
後
、
来
年
度
の
受

検
者
が
不
利
益
を
被
ら
な
い

よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

質問

感
染
症
対
策

る
。
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

施
設
の
休
止
に
つ
い
て
は
、

不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
と
考

え
る
が
、
そ
の
負
担
を
指
定

管
理
者
だ
け
に
負
わ
せ
る
こ

と
は
、
安
定
的
な
施
設
運
営

の
視
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後

起
こ
り
う
る
第
２
波
、
第
３

波
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
、

指
定
管
理
者
と
十
分
に
協
議

し
て
い
く
。

質問

コ
ロ
ナ
禍
の
諸
課
題

の
避
難
を
検
討
し
て
も
ら
う

こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
避
難
者
の
居
住
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

の
人
に
飛
沫
が
飛
ば
な
い
よ

う
、
避
難
者
同
士
の
間
隔
を

２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
確
保
で
き

る
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫

す
る
な
ど
施
設
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質問

避
難
所
と
コ
ロ
ナ
対
策

学
校
再
開
後
、
教
育
相
談
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
臨
時

休
業
中
ま
た
は
学
校
再
開
後

の
児
童
生
徒
の
心
の
状
態
等

に
つ
い
て
把
握
し
、
児
童
生

徒
の
不
安
を
受
け
止
め
、
健

康
相
談
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
に
よ
る
支
援
を
行

う
な
ど
し
て
、
心
の
健
康
問

題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

質問

影
響
を
乗
り
越
え
る

質問

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

質問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
取
る
中
、
社
会

福
祉
施
設
、
特
に
障
が
い
者

施
設
に
対
す
る
災
害
時
の
避

難
場
所
等
の
支
援
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
栗
原
副
市
長　

障
害
者
施

設
で
は
、
マ
ス
ク
や
手
指
消

毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
物
品

が
不
足
し
て
い
る
状
況
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
こ
と
で
感
染
症
防

止
対
策
を
支
援
し
て
い
く
考

問問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
た
め
の
検

体
採
取
は
約
９
割
が
か
か
り

つ
け
等
の
医
療
機
関
で
行
わ

れ
て
い
る
。
検
体
採
取
を
迅

速
に
受
け
ら
れ
る
体
制
を
さ

ら
に
作
る
べ
き
で
は
。

答
保
健
医
療
部
長　

Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
は
、
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
で
の
検
体
採
取
等
、

３
つ
の
体
制
が
あ
り
、
十
分

な
検
査
数
に
対
応
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
院
内
感
染
リ
ス
ク

問問
学
習
の
遅
れ
や
学
習
環
境

の
格
差
に
不
安
の
声
も
あ
る

が
、
令
和
３
年
度
高
等
学
校

入
学
者
選
抜
に
お
け
る
中
学

３
年
生
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　

文
部
科

学
省
よ
り
通
知
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
関
係
の
行
事

等
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
出
席
日
数
や
学
習
評
価

内
容
等
の
記
載
、
諸
活
動
の

記
録
や
指
導
上
参
考
と
な
る

問問
指
定
管
理
者
と
は
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
施
設
利
用

休
止
に
伴
う
協
議
は
も
と
よ

り
、
今
後
の
第
２
波
、
第
３

波
に
も
備
え
た
協
議
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
市
長　

指
定
管
理
施
設
の

利
用
再
開
後
は
、
感
染
防
止

対
策
に
伴
う
経
費
の
増
加
や
、

再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
、

施
設
の
利
用
を
休
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
下
で
避
難
所
の
過
密
状
態

を
防
止
す
る
対
策
の
検
討
は
。

答
危
機
管
理
監　

過
密
状
態

を
防
止
す
る
た
め
に
、
平
常

時
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市

民
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を

確
認
し
て
も
ら
い
、
自
身
と

自
宅
の
安
全
が
確
保
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
在
宅
避
難
し
て

も
ら
う
こ
と
や
、
可
能
で
あ

れ
ば
親
戚
や
友
人
の
家
等
へ

問問
子
ど
も
は
、
ど
の
よ
う
な

病
気
か
、
先
の
こ
と
が
分
か

ら
な
い
、
学
業
の
遅
れ
や
友

達
と
遊
べ
な
い
等
の
悩
み
が

あ
る
。
学
校
再
開
後
の
児
童

生
徒
の
心
の
ケ
ア
を
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　

児
童
生

徒
の
中
に
は
、
自
分
や
家
族

も
感
染
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
不
安
や
恐
れ
を
抱
く
な

ど
、
依
然
と
し
て
心
理
的
な

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
ケ

ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
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